私 は i 清 源と 二度し か 会った ことがない。 この 春、 

月刊 読売に たのまれて、 呉 清 源と 五子で 対局した。 五 

子 は 元々 ムリ なの だが、 私 も 大いに 闘志 を もやした せ 

いか、 呉 氏 を 攻めて、 呉 氏の 方が 私よりも 長考す るよ 

うな 場面が 現れ、 こう 考えられて は、 私の 勝てる 害 は 

うつち や 

ない。 アツ サリ打 棄られ たが、 私のへ ボ 碁に は 出来す 

ぎた 碁で、 黒白 童子 や 覆面 子 を 感心 させ、 呉 氏 も ほめ 

ていた そうだ。 

この 時 も、 然し、 私 は 驚いた。 私が 呉 氏の 大石 を攻 

め はじめてからの 彼の 態度が、 真剣で、 その 闘志 や 入 

念 さ、 棋院の 大手 合の 如くで あり、 一匹の 虫 を 踏みつ 



わぬ オット メを やり、 音楽、 オイ ノリ、 そのうる さ、 

に 家主が 怒 つ て、 警察 へ 訴え、 ジコ— サ マの 一 行が 留 

置され てし まった ので ある。 呉 氏が 警察 へ 出頭し てジ 

コ ー サマ 一 行 を 貰い 下げた。 それが この 日の 前夜の こ 

とで、 一 行 は ネグラ を 求めて、 いずこ ともなく 立ち去つ 

た。 その ま、、 消息が 知れない ので ある。 

横 浜 だの どこ だのと 読売の 記者が 諸方へ 飛ん だ が 、 

行方が 知れぬ。 呉 氏 応援の ため 上京と いうの も 名目 だ 

けの ことで、 ジコ ー サマ も、 迫害が ひどくて、 津軽辺 

の 仮 神殿に も 住め なくなった らしい という 話であった- 

上京の 神様 一行 も、 総理大臣、 内務大臣、 ミコ、 総勢 



の 耳の 立つ 如く、 ピ ヨンとう しろ を ふりかえって、 

「ァ、 お 風呂。 そう。 ボク、 オフ 口へ はいりたい。 じ や 

ァ、 失礼して、 オフ 口へ はいって きます」 

座敷の 入 リロから、 ク ルリと ふりむいて、 お 風呂へ 

行って しまった。 

翌朝、 呉 氏の 起きた の は、 おそかった。 私たち は、 

もう 食卓に ついている。 最後に やって来て、 設けの 席 

へつ こうと した 呉 氏、 立った ま、、 上から 一目 自分の 

食膳 を 見下して、 すぐ 女中 を ふりかえり、 

「ォ ミソ 汁」 

と、 た y 一 声、 きびしく、 命令、 叱責の ような、 は 



て 来たが、 食卓に つこうと せず、 ゥ 口/ \ と あたり を 

見廻し、 やがて 自分の ョレ ョレの ボストン バッグ を 見 

つけだして、 熱心に 中 を かき 廻して いる。 さすがに 敏 

感な 旅館の 女中が、 それと 察して、 

「卵 は 半熟の 用意が ございます。 リン ゴも、 お持ち 致 

しまし ようか」 

と 云う と、 

「え、、 朝 はね」 

と、 うなずいて、 すぐ、 食卓に ついた。 ようやく 睡 

眠が 充分ら しく、 二日 目の 対局から は、 もう 睡 そうな 

目 はしなかった。 対局 は、 持 時間 十三 時間ず つ、 三日 



間で 打ちき るので ある。 

三日 目の 対局が、 呉 氏 一目 (乃至 二目) 勝、 という 

奇妙な 結果に 終った のが 夕方 五 時 頃で あるが、 終る や 

いなや、 すぐ 立って、 食事の 用意が すぐ 出来ます、 記 

念 の 会食 の 用意が できます、 と 追い かける 声 を 背に 

き、 ながら、 

「え、、 ぇゝ、 失礼」 

ス タス タ、 ス タス タ、 観戦の 何十 名と いう 人た ちが 

まだ 観戦の 雰囲気から さめやらぬ うち、 アツと いう 間 

に、 真ッ 先に 居 なくなつ ていた。 

まったく、 もう、 自分 一方の 流儀の み、 他人の 思惑 



など は 顧慮す ると ころがない。 

将棋の 升 田 八 段 は、 復員 服 (呉 八 段 は 国民服) に 兵 

隊靴、 リュック を かついで 勝負に 上京、 傲岸 不屈、 人 

を 人と も 思わぬ 升 田の 我流で 押し通して いるよう であ 

るが、 呉 清 源に くらべる と、 まだまだ、 心構えが 及ば 

ぬ。 

私 は 昨年 十二月、 木 村 升 田 三番 勝負の 第一 局の 観戦 

に 名 古屋へ 行った。 木 村に 連勝の あとで ぁリ、 順位 戦 

に 一位と なった あとで も あり、 木 村 何者 ぞ、 升 田の 心 

は、 いさ、 か軽卒 であり、 思い あがって いた。 

対局 前夜に、 私が 相手に なった の も 悪かった が、 彼 



勝負師と か、 すべて 芸 にたず さわる 者の 心 は、 悲痛 

な もの だ。 他人の 批評な ど は、 とる にも 足らぬ。 われ 

自らの 心に 於て、 わが 力の 限界と いう ものと、 常に 絶 

体 絶命の 争い を、 つ y けざる を 得ない。 当人が 偉い ほ 

ど、 その 争い は 激しく、 その 絶望 も 大きい。 

自己の 限界、 この 苦痛に みちた 争い は、 宗教 や 迷信 

の 類いに 直結し 易い もので も あり、 その 混乱、 苦悶の 

ァゲク は、 体 をな さ > る 悪 ァガキ の 如き もの ともなり 

易い。 双葉 山 や 呉 清 源の 如き 天才が ジコ— サ マに 入門 

する の も、 彼らの 魂が 苦悶に みちた 嵐 自体で あるから 

で、 ジコ— サ マの 滑稽な 性格に よって、 二人の 天才 を 



がない。 自滅 するとい うこと がない。 

将棋の 升 田 は 勝負の 鬼と 云われても、 やっぱり 自滅 

する 脆 さが ある。 人間的で あり、 情緒 的な ものが ある。 

大豪木 村 前名 人で すら、 屢々 自滅す るので ある。 木 村 

の 如き 鬼で すら、 気分 的に 自滅す る 脆 さが あるの だ。 

それらの 日本的な 勝負の 鬼 どもに 比べて、 なんと ま 

ァ呉清 源 は、 完全なる 鬼で あり、 そして、 完全に 人間 

ではない ことよ。 それ は、 もう、 勝負す るた めの 機械 

の 如き 冷た さが 全て y あり、 機械の 正確さと、 又、 無 

限 軌道の 無限に 進む が 如き 執念 の 迫力が 全てな ので あ 

る。 彼の 勝負に こもる 非 人間性と、 非人情の 執念に、 



日本の 鬼 どもが、 みんな 自滅して しまう ので ある。 

この 対局の あと、 酒に ほろ 酔いの 本因坊が 私に 言つ 

た。 

「呉さん の 手 は、 当り前の 手ば かりです。 気分 的な 妙 

手ら しい 手 や、 シャレ たような 手 は 打ちません。 た >、 

正確で、 当り前 なんです」 

本因坊が、 現に、 日本の 碁打ちと して は、 最も 地味 

な、 当り前な、 正確な 手 を 打つ 人な ので あるが、 呉 清 

源に 比べる と、 気分 的、 情緒 的、 浪漫的で あり、 結局、 

呉 清 源の 勝負に こもる 非 人間性、 非人情の 正確さに、 

く いこまれて しまう らしい。 



住、 女房、 子供への 人情な どで、 その 魂 を まぎらす 余 

地がない の だ。 

しかも、 彼ら ほどの 鬼の 心、 勝負に こもる 非 人間性 

を もってしても、 自己の 力の 限界、 自己の 限界、 この 

ことに 就ての みは、 機械の 如く、 鬼の 如く、 非人間的 

に 処理 はでき ない。 否、 その 自らの 内奥に 於て、 最大 

の 振幅に 於て、 苦闘、 混乱 せざるを得ないの である。 

むしろ 彼らの 魂が 完全な 鬼の 魂で あるた めに、 内奥の 

苦闘 は、 た >、 永遠の 嵐 自体に 外なら ない。 

呉 清 源が ジコ— サ マに 入門せ ざる を 得なかった の も、 

天才の 悲劇的な 宿命であった ろうと 私 は 思う。 
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